
必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 教養

自動車業界の仕事について知識を得る。社会
人としての礼儀・マナー、時間活用・コスト
意識、ビジネス文書作成、コンプライアンス
及び自動車関連企業視察を行う。

１
後
・
２
通

45 ○ ○ ○

○
自動車
工学

自動車の成り立ち、材料、エンジン、シャシ、電装の構造
や役割、作動、機能、自動車力学、振動・騒音発生原理、
ハイブリッド車などの新技術、電気回路、外部診断機の性
能及び機能を理解する。

１
通
・
２
通
・

３
通 467 ○ △ ○ ○ ○ ○

〇
自動車
整備

エンジン、シャシ、電装品について、
整備法、点検方法及び故障探究法を学
ぶ。

２
通
・
３
通

406 〇 〇 〇

○
機器構造
・取扱

整備の基礎知識を理解し、整備士としての仕事を通しての
心構えと社会との関係を学ぶ。工具、計測器、機器類の目
的・機能と使用方法を学ぶ。検査用機械装置の構造・機
能・使用目的・取扱方法を理解する。

１
前
・
２
後
・

３
後 51 ○ ○ ○

○
自動車
検査

道路運送車両法の検査の流れ、基準、考え方
について学ぶ。1級自動車整備士試験に出題
される自動車の保安基準を理解する。

１
後
・
３
後

30 ○ ○ ○

○
自動車
法規

自動車整備士と関係法令との関連を習得し、道路運送車両法、保安
基準、保安基準の細目を定める告示、自動車の点検基準、道路運送
車両法の保安基準、自動車Nox・PM法を理解する。1級自動車整備士
試験に出題される道路運送車両法、自動車点検基準を理解する。

１
後
・
２
通

52 ○ ○ ○

○
サービス
マネジ
メント

社会人として、また1級自動車整備士として
ふさわしい立ち居振る舞いができるよう、一
般常識を理解し実践することができるように
する。

３
前

22 ○ ○ ○

○
選択科目
(2輪)

二輪自動車の歴史から、現代にいたる新材料や新
技術の基本となる構造を理解する。

１
前
・
２
通

20 ○ ○ ○

○ 工作作業

ガス溶接を学習することにより安全作業を心
掛けられるようにする。ボルトナットを切る
ことによりねじの仕組みを理解する。鈑金・
塗装作業の流れを理解する。

１
前
・
３
後

30 ○ ○ ○

○ 測定作業

ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージ、シックネスゲージ、プ
ラスチゲージ、シリンダゲージ、サーキットテスタの取り扱い、読
み取り方法を理解する。各測定機器及び測定物の名称を覚える。
サーキット・テスタ、オシロ・スコープ、外部診断機の基礎を知
り、活用の仕方を理解する。

１
前
・
３
前

59 ○ ○ ○

　　　科目

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合に

ついては、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

（留意事項）

教員 企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分 期

１学期の授業期間 週

授業科目等の概要

（工業専門課程１級自動車整備科）令和元年度

分類

授業
科目名

授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所
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択
必
修
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択
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義
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・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自動車
整備作業

エンジン、シャシ、電装それぞれについて、
分解／組付け作業を通じて構造や作動を理解
し名称を覚える。交換作業・調整作業を習得
する。

１
通
・
２
通
・

３
通

1678 ○ ○ ○

〇
自動車
検査作業

車検整備及び整備に伴う多頻度作業の修得、完成検査手順
の修得と道路運送車両法の保安基準に照らした保安基準適
合性の確認を行う。自動車検査ラインの使用方法を知り、
検査実務を理解する。

２
後
・
３
後

71 ○ 〇 〇

○
サービス
マネジ
メント

機器の使用方法、パワーポイントを使った説明方
法、定期点検整備全般を理解する。下級生への講
義を通して部下の教育技能を身につける。整備士
に求められる説明力、サービス内容を身につけ
る。

３
通
・
４
通

314 ○ ○ ○

○
選択科目
(2輪)

二輪自動車の分解・組付けから、正確な作業と仕
組みや原理を習得する。完成車両の試運転と燃費
の計測を行う。

１
前
・
２
通

40 ○ ○ ○

○ 評価実習

点検実務と多頻度作業の体得、より高度な故
障診断、最新技術の調査、接客対応、これま
での復習を通し、1級自動車整備士にふさわ
しい知識と技術を身につける。

４
通

605 ○ ○ ○

○ 体験実習
認証工場での実務と接客、サービスマネ
ジメント力を身につける。

４
通

220 ○ ○ ○ ○

　　　１６科目合計 ４１１０単位時間(      単位)

分類

授業
科目名

（留意事項）

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 企
業
等
と
の
連
携

場所 教員

授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合に
ついては、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

規定の出席数を満たし、試験点数１００点で８０点以上を合格とする。
１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 ２６週

授業科目等の概要

（工業専門課程１級自動車整備科）令和元年度


